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報広
豊かな自然と歴史のこころがつくる活力のあるまち

◉添田町成人式（詳細は２～３ページ）

二十歳に
なりました♥



。

強
列
な
寒
波
の
襲
来
で
一
面
の
銀
世

界
と
な
っ
た
１
月
10
日
、
添
田
町

成
人
式
が
行
わ
れ
、
旧
友
と
の
再
会
に
会

場
の
オ
ー
ク
ホ
ー
ル
に
は
笑
顔
と
歓
声
が

あ
ふ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
検
温
と
手

指
消
毒
、
写
真
撮
影
時
以
外
の
マ
ス
ク
着

用
が
義
務
付
け
ら
れ
、
入
場
制
限
の
た
め

式
典
の
様
子
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
動
画
で
配
信
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
寺

西
町
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
と
思
考
停

止
に
陥
ら
な
い
よ
う
、
様
々
な
側
面
を
見

て
、
考
え
続
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ

れ
を
機
会
に
今
一
度
、
自
分
を
見
つ
め
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
」

と
激
励
。
さ
ら
に
、「
皆
さ
ん
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
生
活
し
て
い
る
地
域
で
添
田
町
の
走

る
姿
を
発
信
し
ほ
し
い
」
と
期
待
を
込
め

ま
し
た
。
式
典
の
後
半
で
、
中
学
時
代
の

懐
か
し
い
写
真
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出

さ
れ
る
と
、
当
時
を
思
い
出
し
て
、
会
場

は
笑
顔
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
新
成
人
を
代
表
し
、
熊
本
県

の
大
学
に
通
う
萬
徳
雄
太
さ
ん（
庄
中
）が

「
添
田
町
で
多
く
の
皆
さ
ん
に
見
守
ら
れ
、

成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
日
の

感
動
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
精
進
し
て
い
き

た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、

中
学
校
２
年
生
時
に
行
わ
れ
た
添
田
中
立

志
式
で
20
歳
に
な
っ
た
自
分
に
向
け
て
書

い
た
手
紙
“
二
十
歳
の
キ
ミ
へ
”
を
読
み

上
げ
た
萬
徳
さ
ん
は
「
今
、
自
分
は
こ
の

時
に
描
い
て
い
た
夢
と
は
違
う
道
を
歩
ん

で
い
る
が
、
当
時
の
自
分
に
誇
れ
る
よ
う

な
立
派
な
教
師
を
目
指
し
て
努
力
し
た
い
」

と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
友
人
と
近
況
報
告
や
思

い
出
話
で
盛
り
上
が
っ
た
り
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
写
真
を
撮
り
合
っ
た
り
し
て
旧

交
を
温
め
合
う
新
成
人
た
ち
。
人
生
の
大

き
な
節
目
に
立
っ
た
喜
び
と
、
周
囲
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
か
み
し
め
、
故
郷
の
友

と
の
か
け
が
え
の
な
い
時
間
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。

新
し
い
門
出
を
祝
う

二
十
歳
　
の
集
い

はたち

第56回添田町成人式

　

１
月
10
日
、
新
成
人
104
人
を
対
象
に
第
56
回
添
田

町
成
人
式
が
オ
ー
ク
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式

典
に
は
、
晴
れ
着
に
身
を
包
み
、
感
染
症
対
策
を
し

た
57
人
が
出
席
し
、
大
人
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。

３　広報そえだ（令和３年２月号）

新
成
人
が
生
ま
れ
た
２
０
０
０
～
２
０
０
１（
平
成
12
～
13
）の
主
な
出
来
事

新
成
人
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生
ま
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２
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０
０
～
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０
０
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平
成
12
～
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）の
主
な
出
来
事

2000年（平成12年）
４月／地方分権一括法施行、介
　　　護保険制度施行
　　／添田町ホームページ開設
　　／森喜朗内閣発足
５月／プーチンがロシア
　　　大統領に就任
７月／九州・沖縄サミット開催
　　／ゴルフのタイガー・ウッ
　　　ズが全英オープン優勝。
　　　史上最年少（24歳）でのグ
　　　ランドスラム達成
　　／歓遊舎ひこさん・こども
　　　わくわくパークオープン
　　／添田町大型共同作業場竣工
９月／名古屋市を中心に東海地
　　　方で記録的な集中豪雨
　　／シドニーオリンピック開幕
10月／日本シリーズで長嶋茂雄
　　　監督率いる巨人が、王貞
　　　治監督のダイエーを４勝
　　　２敗で下し ON 対決制す
　　／白川英樹氏にノーベル化
　　　学賞
11月／道の駅歓遊舎ひこさん１
　　　周年記念式典
　　／イチロー選手が日本人野
　　　手初メジャーリーガーに
12月／ＢＳデジタル放送開始

１月／21世紀が始まる
　　／中央省庁再編。従来の１
　　　府22省庁が１府12省庁に
　　／ジョージ・W・ブッシュが
　　　アメリカ大統領に就任
３月／ユニバーサルスタジオジ
　　　ャパン（ＵＳＪ）が大阪に
　　　開業

2001年（平成13年）

広報そえだ（令和３年２月号）　２広報そえだ（令和３年２月号）　２３　広報そえだ（令和３年２月号）
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■ 町県民税の申告をしなければならない人　
▶令和３年１月１日現在、添田町に居住している人　
▶令和２年中に営業、農業、不動産などの所得がある人
▶定住促進支援金（一時所得）や個人年金（雑所得）　
　がある人
▶ 18歳以上の国民健康保険加入者
※パートやアルバイトなどの収入がある人も、申告が
必要な場合があります。

■ 申告のときに必要なもの　
▶印鑑（書類で確定申告する場合）　
▶給与や公的年金の源泉徴収票など収入のわかるもの
▶営業や農業所得などの収支内訳書　
▶生命保険料や地震保険料の控除証明書　
▶医療費控除を受ける人は医療費明細書や領収書（補

　てんされた金額のわかるもの）
※事前の集計をお願いします。　
▶障害者控除を受ける人は障害者手帳などの証明
▶寄附金控除を受ける人は領収書や受領書　
▶マイナンバーカードや通知カード
▶申告する本人名義の通帳など口座番号のわかるもの

■ 公的年金受給者や国保加入者は特にご注意を
▷公的年金収入額が400万円以下で、それ以外の所得
　が20万円以下の場合は、所得税の確定申告はする必
　要はありませんが、町県民税の申告は必要です。
▷国民健康保険に加入している世帯は、所得がない場
　合でも必ず申告しなければなりません。申告をしな
　い場合は、所得証明書の交付や国民健康保険税の軽
　減措置が受けられませんので注意してください。

９時～16 時（㊏・㊐・㊗は除く）
申告受付期間 >>>２月16日㊋～３月15日㊊

役　場　　役場１階特１会議室 

【 所得税に関する問い合わせ／田川税務署個人課税部門 ☎ 44-0430 】 【 町県民税に関する問い合わせ／役場住民課税務・滞納対策係 ☎ 82-1234 】

■ 各種税の申告と納付の期限を忘れずに
▶所得税・贈与税＝３月15日㊊まで
▶個人事業者の消費税と地方消費税＝３月31日㊌まで

■ 振替納税を利用している人の振替日
▶所得税 ＝ 4月19日㊊
▶個人事業者の消費税・地方消費税＝ 4月23日㊎
※新たに振替納税を利用する場合は「預貯金口座振替
　依頼書」の提出が必要です。

■ 簡単便利な振替納税
　「確定申告後、納付書をも
らっていたけど、うっかり払い忘
れていた」「銀行が遠くて行くのが大変」。
納付期限を過ぎてしまうと利子税（延滞金）が発生す
ることもあります。口座振替にしておけば、引き落と
し日の前に、お金を通帳に入れておくだけ。簡単・確
実で払い忘れることもありません。口座振替を利用す
ると納期限にゆとりができます。

申告会場 >>>
税務署　　たがわ情報センター（田川市） 

322

田川伊田駅

福岡県立大学田川市役所

伊
田
郵
便
局

彦
山
川

たがわ情報
センター

伊田大橋

忘れずに
お早めに

確定申告
　今年も税の申告が始まります。障害年金や遺族年金を受給して
いる人、収入がなく扶養になっている人も申告が必要な場合があ
りますので、期間中に役場で申告を行ってください。

確定申告
令
和
２
年
分

◦２月28日日 ９時～16時は申告を受け付けます（添田町役場のみ）

※青色申告などの人は、たがわ情報
センターで申告をしてください。

　　　　新型コロナウイルス感染症対策のため、
　　　　次の点にご協力をお願いします
▶入場整理券の配布（配布状況によっては、後
　日の来場をお願いする場合があります）
▶マスク着用、アルコール消毒液利用のお願い
▶必要最少人数での来場のお願い
▶検温の実施（37.5度以上の発熱が認められる
　場合は入場をお断りすることがあります）
※電子申告や郵送提出に協力をお願いします。

▶ 基礎控除の見直し
　基礎控除額が右の表のとおり改
正され、合計所得金額が 2,500万
円を超える所得者については、基
礎控除の適用を受けることができ
なくなりました。

令和２年分 かの確定申告の改正点

合計所得金額
基礎控除額（　）は所得税控除額

改正後 改正前
2,400 万円以下 43万円（48万円）

一律33万円
（38万円）2,400万円超 2,450万円以下 29万円（32万円）

2,450万円超 2,500万円以下 15万円（16万円）

▶ 給与所得控除の引き下げ
①給与所得控除額が一律10万円引き下げられます。
②給与所得控除の上限額が適用される給与等の収入金額が850万円、その
　　　　　　上限額が195万円にそれぞれ引き下げられます。
　　　　　　　※子育て世帯や介護世帯には負担が生じないよう、所得金額調
　　　　　　　　　整控除の措置があります。

　　　　　　　　　▶公的年金等控除の引き下げ
　　　　　　　　　①公的年金等控除額が一律10万円引き下げられました。
　　　　　　　　　②公的年金等控除額の上限が 195 万 5 千円に定められました。
　　　　　　　　　③公的年金等の収入以外の所得金額が 1,000 万円超の場合、その所得額に応じて公的
　　　　　　　　　　年金等控除額が段階的に減額されることとなりました。

▶本人が女性／所得500万円以下、（ ）は所得税控除額

扶養状況 死別 離別 ひとり親

子あり 30万円
（35万円）

30万円
（35万円）

30万円
（35万円）

子以外 26万円
（27万円）

26万円
（27万円） －

なし 26万円
（27万円） － －

▶本人が男性／所得500万円以下、（ ）は所得税控除額

扶養状況 死別 離別 ひとり親

子あり 30万円
（35万円）

30万円
（35万円）

30万円
（35万円）

▶ひとり親控除の新設
　すべてのひとり親家庭に対して公平な税制を実現する観点から、「婚姻歴の有無による不公平」と「男性
のひとり親と女性のひとり親の間の不公平」を同時に解消するため、次のとおり未婚のひとり親に対する税
制が見直されました。
①生計を同じとする子（総所得金額等が48万円以下）を有
　する単身者について、同一の「ひとり親控除」（控除額
　30（35）万円）が適用されます。 
②上記以外の寡婦については、引き続き寡婦控除として、
　控除額27万円を適用することとし、ひとり親控除・寡
　婦控除ともに所得制限（所得500万円（年収 678万円）
　以下）が設けられます。 
※ひとり親控除、寡婦控除のいずれについても住民票の
続柄に「夫（未届）」「妻（未届）」の記載がある者は対象外と
されました。



子
ど
も
」
と
い
う
目
指
す
子
ど
も
像
を
確

認
。
添
田
町
の
強
み
で
あ
る
歴
史
・
文
化
・

自
然
を
大
切
に
す
る
こ
と
や
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
意
識
し
た
学
校
教
育
を
求
め
る

意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
事
項
❶

「
配
置
計
画
方
針
に
つ
い
て
」

　

最
初
に
提
案
し
た
配
置
計
画
で
は
、
４

階
建
て
と
し
、
校
舎
全
体
を
小
学
校
エ
リ

ア
と
中
学
校
エ
リ
ア
に
分
け
、
間
に
特
別

教
室
や
図
書
室
な
ど
の
共
用
エ
リ
ア
を
設

け
る
案
で
し
た
。
こ
れ
に
対

し
て
、
小
中
を
別
の
階
に
す

る
案
に
つ
い
て
も
様
々
な

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
運
行
や
発
着
場

所
、
校
舎
内
へ
の
車
の
乗

り
入
れ
や
そ
の
動
線
、
学

童
ク
ラ
ブ
の
敷
地
外
で
の

設
置
な
ど
に
つ
い
て
も
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

協
議
事
項
❶

「
小
中
連
携
に
関
す
る
こ
と
」

　

ソ
フ
ト
面
（
９
年
間
の
学
び
の
連
続
性

を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
る
児
童
生
徒
の
基

礎
学
力
の
定
着
や
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ

７　広報そえだ（令和３年２月号） 広報そえだ（令和３年２月号）　６

問 教育委員会学校教育課（☎82-5963）

教育のひろば教育のひろば
添田町立小中学校更新基本計画（案）策定協議会

　「添田町立小中学校更新基本計画（案）」の策定に向けて、昨年８月から
12月までに全５回の「添田町立小中学校更新基本計画（案）策定協議会」
を開催し、校舎建設などに関して様々な意見を聞くことができました。
今回は、策定協議会で出された意見の一部をお知らせします。

　

こ
の
協
議
会
は
、
統
合
後
の
新
た
な
小

学
校
の
設
置
と
中
学
校
の
建
て
替
え
に
関

す
る
基
本
計
画（
案
）を
策
定
す
る
に
あ
た

り
、
よ
り
良
い
学
校
と
な
る
よ
う
に
保
護

者
や
住
民
と
協
力
し
て
様
々
な
検
討
や
意

見
聴
取
を
し
て
い
く
た
め
の
も
の
で
す
。

約
20
名
の
委
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
互

選
に
よ
っ
て
会
長
に
武
貞
誉
裕
さ
ん
（
添

田
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）、副
会
長
に
は
荒
木
友

吉
郎
さ
ん（
添
田
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）に
お
願

い
し
ま
し
た
。

協
議
事
項
❶

「
小
中
学
校

建
設
地
に
つ
い
て
」

　

現
在
の
添
田
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
小
中
一
体
型

の
校
舎
を
建
設
し
、
現
在

の
校
舎
敷
地
や
プ
ー
ル
周

辺
に
２
つ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
建
設
す
る
計
画
に
つ

い
て
、
高
い
場
所
に
運

動
場
、
低
い
場
所
に
校
舎

を
設
置
す
る
場
合
は
砂
埃

対
策
が
必
要
に
な
る
こ
と
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
事
項
❷

「
添
田
町
が
目
指
す
子
ど
も
像
」

　
「
ふ
る
さ
と
添
田
町
を
愛
し
、
夢
、
希

望
を
実
現
す
る
か
し
こ
さ
と
た
く
ま
し
さ

を
兼
ね
備
え
た
人
間
性
豊
か
な
心
を
持
つ

協
議
事
項
❶

「
必
要
と
な
る
教
室
な
ど
に
つ
い
て
」

　

小
中
学
校
で
共
用
で

き
る
教
室
の
確
認
、

未
確
定
の
特
別
支
援

学
級
数
の
確
保
、
多

目
的
教
室
の
必
要
性

な
ど
の
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
と
て
、
手
洗
い
場

の
数
の
確
保
や
各
階

に
多
目
的
ト
イ
レ
の
設
置
な
ど
の
意
見
も

出
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
事
項
❷

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
」

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
、
学
校

と
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
力
を
合
わ
せ
て

学
校
運
営
に
取
り
組
む
「
地
域
と
と
も
に

あ
る
学
校
」
へ
の
転
換
を
図
る
た
め
の
仕

組
み
で
す
。
学
校
か
ら
地
域
へ
一
層
の
情

報
発
信
を
す
る
と
と
も
に
、
学
校
運
営
に

地
域
の
声
を
積
極
的
に
生
か
し
、
地
域
と

一
体
と
な
っ
て
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
３
年

度
に
添
田
小

学
校
で
モ
デ
ル

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

を
立
ち
上
げ
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

協
議
事
項
❶

「
平
面
計
画（
案
）、
教
室
構
成（
案
）」

　

小
学
校
を
１
・
２
階
、

共
用
す
る
特
別
教
室

な
ど
を
３
階
、
中
学

校
を
４
階
と
い
う
モ

デ
ル
案
を
提
示
し
、

各
教
室
の
配
置
や
避
難
経
路
を
含
め
た
児

童
生
徒
の
動
線
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。
ま
た
、
小
学
校
エ
リ
ア
・
中
学
校

エ
リ
ア
を「
階
層
」で
分
け
る
場
合
と「
平

面
」
で
分
け
る
場
合
の
長
短
所
に
つ
い
て

も
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

協
議
事
項
❷

「
概
算
工
事
費
、
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」

　

今
後
の
予
定
や
概
算
の
工
事
費
な
ど
に

つ
い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
予
定
と
し
て
は
、
策
定
協
議
会

第
１
回
／
令
和
２
年
８
月
26
日

添田町ホームページで

協議会の内容を
公開しています

の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
（
中
１

ギ
ャ
ッ
プ
等
の
解
消
）、

異
年
齢
と
の
交
流

や
連
携
な
ど
）
と

ハ
ー
ド
面
（
仮
設
校
舎

建
設
の
不
要
、
施
設
の
有
効
利
用
、

建
設
費
の
削
減
な
ど
）
に
分
け
て
説
明
し

ま
し
た
。
児
童
生
徒
数
の
減
少
と
校
舎
の

老
朽
化
と
い
う
現
状
か
ら
、
小
中
学
校
の

９
年
間
に
お
け
る
連
携
や
そ
れ
に
配
慮
し

た
教
育
活
動
、
多
様
な
教
育
活
動
に
対
応

で
き
る
学
習
環
境
作
り
、
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
作

り
な
ど
に
つ
い
て
、
多
く
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

協
議
事
項
❷

「
学
級
編
制
の
方
針
に
つ
い
て
」

　

令
和
７
年
４
月
開
校
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
時
点
で
の
予
定

児
童
生
徒
数
は
最
も
多
い
中
学
３
年
生
が

75
人
、
最
も
少
な
い
小
学
校
１
年
生
が
45

人
で
す
。
国
の
定
め
る
学
級
編
制
基
準
か

ら
い
け
ば
小
中
学
校
の
全
学
年
が
２
ク
ラ

ス
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
町
任
用
講
師
を
配
置
し
１
学
年

を
３
ク
ラ
ス
に
す
る
な
ど
の
弾
力
的
な
運

用
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
ク
ラ
ス

替
え
が
で
き
る
２
ク
ラ
ス
以
上
、
１
ク
ラ

ス
20
～
30
人
と

な
る
よ
う
な

学
級
編
制
を
進

め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

を
経
た
後
、

速
や
か
に
基
本
計

画
の
作
成
を

行
い
ま
す
。

議
会
の
承
認
の
後
、
基

本
設
計
・
実
施
設
計

を
行
い
、
そ
の
後
、

校
舎
の
建
設
工

事
に
着
手
す
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
現

段
階
で
の
開
校
予
定

時
期
と
、
工
期
や
建
築
資
材
の
価
格
、
設

計
な
ど
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
が
概
算
の
工
事
費
に
つ
い
て

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

※
当
初
は
１
月
20
日
に
第
６
回
の
会
議
を

予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
緊
急
事
態
宣

言
が
発
出
さ
れ
た
た
め
、
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
来
月
号
で
は
、「
添
田
町
立
小
中

学
校
更
新
基
本
計
画
（
案
）」
の
骨
子
等

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
２
回
／
令
和
２
年
９
月
25
日

第
３
回
／
令
和
２
年
10
月
23
日

第
４
回
／
令
和
２
年
11
月
20
日

第
５
回
／
令
和
２
年
12
月
18
日

　　　　　　　　添田町教育委員
　　　　　　　会では、「添田町立
　　　　　　　小中学校更新基本
　　　　　　　　計画（案）策定協
　　　　　　　　　　議会」での
　　　　　　　　　　　　　意見
　　　　　　　　　　　　や質問、
　　　　　　　　　事務局の回答
　　　　　などの詳細な内容を公
開してます。教育委員会では引き
続き、統合後の新たな小学校の設
置と中学校の建替えに関し、より
良い学校となる
よう広報そえだ
や町のホームペ
ージでお知らせ
していきます。

添田町立小中学校更新基本計画（案）策定協議会



　宅配やテイクアウトサービスなどが相当程度見込まれる場
合は対象外。飲食店以外の施設は、特措法に基づく要請では
ありませんが、飲食店と同様に営業時間を朝５時から夜20時
まで、酒類の提供時間を11時から19時までとしてください。

広報そえだ（令和３年２月号）　８

医療崩壊を防ぎ、大切な命を守るために皆さまのご協力をお願いします

緊急事態宣言発出中
福岡県を含む１都２府８県（東京都・埼玉県・千葉県・神奈川県・大阪府・京都府・兵庫県・愛知県・岐阜県・栃木県）

町 民の皆さまには、日頃から新型コロナウイルス感染症防止に、ご理解、ご協力
いただき感謝申し上げます。新型コロナウイルス感染症の急激な拡大に伴い福

岡県に「緊急事態宣言」が再び発出されました。皆さまには、不要不急の外出自粛、特
に20時以降の外出自粛を徹底するようお願いするとともに、マスク着用、手洗い、３
密回避といった感染対策をし、医療崩壊を防ぎ、また大切な命を守るための行動をお
願いします。全国各地で感染が拡大し、福岡県においても非常に厳しい状況が続いて
います。感染拡大を防ぐためには、一人ひとりが感染防止へ強い意識を持ち、対策を
徹底することが必要です。ご不便を強いることになりますが、不要不急の外出や移動
の自粛をお願いいたします。この苦しい局面を、
みんなで力を合わせて乗り切りましょう。 添田町長 寺西明男

不
要
不
急
の
外
出
・
移
動
の
自
粛

20
時
以
降
は
徹
底

　昼夜を問わず、不要不急
の外出・移動の自粛をお願
いします。特に20時以降は
徹底してください。なお、
通院や食料・生活必需品の
買い出し、職場への出勤、
運動や散歩など生活や健康
の維持に必要な場合は除き
ます。引き続き、マスク、
手洗い、３密回避などの基
本的な感染対策の徹底をお
願いします。

　

飲
食
店
、
喫
茶
店
、
遊
興
施
設

（
バ
ー
、カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
）

の
う
ち
食
品
衛
生
法
上
の
飲
食
店

営
業
許
可
を
受
け
て
い
る
飲
食
店

の
皆
さ
ま
に
は
、
営
業
時
間
を
朝

５
時
か
ら
夜
20
時
ま
で
と
す
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
酒
類
の
提
供

時
間
は
11
時
か
ら
19
時
ま
で
と
し

ま
す
。

飲食店の営業は20時まで

酒類の提供は19時まで
福
岡
県
で
は
、宣
言
を
受
け

２
月
７
日
日
ま
で
緊
急
事
態
措
置
を
実
施
し
ま
す

県民の
皆さん

への要請

事業者の
皆さん

への要請

職場への
出勤 ××出勤者7割削減を目標に

　在宅勤務やローテーション勤務を、
出勤が必要な場合でも時差出勤や自
転車通勤など人との接触を低減する
取り組みをお願いします。

町の
公共施設
の対応

感染症対策にご理解を 人数制限、検温、消毒、マスク着用

▶道の駅歓遊舎ひこさん＝館内入場に
おいての検温、消毒、マスク着用をお願
い　▶英彦山スロープカー＝70％乗車
制限、館内入場において、検温、消毒、
マスク着用をお願い、幸駅～花駅間運
休　▶ひこさんホテル和＝館内入場に
おいての検温、消毒、マスク着用をお願

い　▶オークホール（公民館）・体育施
設など＝人数制限および感染予防対策
を講じ利用可。20時以降の施設利用を
中止。イベントは、収容定員の50%以
内での使用を可　▶クアハウス＝人数
制限および感染予防対策を講じ利用可。
20時以降の施設利用を中止

※ここに示す情報は１月26日現在のものです。変更となる場合がありますので最新情報で確認してください。

９　広報そえだ（令和３年２月号）

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
へ

３
つ
の
柱
を
町
長
に
答
申

添
田
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会

本 町では、総合的かつ計画的な行政の運営を図るため、第６次総合
計画を策定しています。策定にあたり、町民アンケート・若者ア

ンケートの実施やソエダみらい会議（仮称）の取り組みを通じて町民の皆
さんからの意見を聞くとともに、専門的な見地から意見を求めることを
目的に添田町総合計画策定審議会を設置して、審議を行っています。
　また、政策形成過程における公正の確保と透明性の向上を図るととも
に、協働のまちづくりを推進するため、現時点での計画（案）を公表し、
パブリックコメント（町民の皆さんからのご意見を募集）したところ、１
件の意見が出されました。提出された意見概要と意見に対する添田町の
考え方は以下のとおりです。
▶募集期間　令和２年12月21日～令和３年１月８日
▶受付件数　１件

→寺西町長に委員会の審議結果を答申する谷会長㊧

添
田
町
行
政
改
革
推
進

委
員
会
（
会
長
＝
谷

政
利
添
田
町
行
政
区
長
会
会

長
）は
昨
年
12
月
25
日
、「
少

子
高
齢
化
に
伴
う
人
口
減
少

に
対
応
す
る
持
続
可
能
な
添

田
町
の
行
財
政
改
革
に
つ
い

て
」
の
答
申
を
寺
西
町
長
に

提
出
し
ま
し
た
。
町
長
か
ら

諮
問
を
受
け
た
委
員
会
で
は
、

昨
年
６
月
か
ら
町
議
会
議
員

や
行
政
区
長
の
代
表
な
ど
９

人
の
委
員
が
意
見
を
交
わ
し

な
が
ら
審
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
事
業
の
圧
縮
や
予
算
削
減
だ
け
で
は
な

く
、
必
要
性
の
高
い
事
業
に
優
先
度
を
置
く

な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
合
理
化
・
効
率
化

に
取
り
組
み
、
将
来
を
見
据
え
た
行
財
政
改

革
を
行
う
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
行
政
運
営

を
目
指
す
基
本
方
針
を
策
定
。「
❶
持
続
可
能

な
行
財
政
運
営
」「
❷
効
果
的
・
効
率
的
な
業

務
の
推
進
」「
❸
共

※

創
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」

の
３
つ
の
柱
を
掲
げ
ま
し
た
。
今
後
は
、
今

回
の
答
申
の
内
容
を
踏
ま
え
た
行
財
政
改
革

大
綱
の
策
定
を
進
め
る
と
と
も
に
、
実
施
可

能
な
も
の
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

※共創とは造語で住民と行政が連携し、町づくりを
　行う取り組みを表したもの

本
町
で
は
、
第
６
次
総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
（
意
見
募
集
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
中
で
提
出
さ
れ
た
意

　
　

見
の
概
要
と
意
見
に
対
す
る
町
の
考
え
方
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問 

役
場
ま
ち
づ
く
り
課
総
合
企
画
係
（
☎
82
―
５
９
６
５
）

添
田
町
第
６
次
総
合
計
画
策
定
中

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
募
集
）の

結
果
を
公
表
し
ま
す

　

Ｐ
Ｔ
メ
ン
バ
ー
の
選
出
方
法
が
分

　

か
ら
な
い

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム（
Ｐ
Ｔ
）で

　

は
、
役
場
だ
け
で
な
く
、住
民
、団

　

体
、企
業
と
検
討
し
て
い
く
必
要

　

が
あ
り
、
現
段
階
で
委
員
構
成
や

　

選
出
方
法
は
未
確
定
で
す
が
「
住

　

民
、団
体
、企
業
の
皆
さ
ん
と
課
題

　

を
共
有
し
、
取
り
組
む
た
め
に
も

　

Ｐ
Ｔ
を
立
ち
上
げ
、検
討
・
取
組
を

　

進
め
る
」の
趣
旨
を
追
記
し
ま
す
。

　

サ※
１

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
な
ど
今
日

　

的
で
、
目
標
も
明
確
で
あ
る
が
、

　

他
の
自
治
体
と
の
差
別
化
を
ど
う

　

す
る
か
が
課
題
で
あ
る

　

同
様
の
認
識
で
す
。
国
や
県
の
制

　

度
を
活
用
し
つ
つ
、
町
に
サ
テ
ラ

　

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
設
置
し
て
も
ら

　

う
、
ま
た
、
ワ※
２

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な

　

ど
都
市
住
民
が
農
山
村
な
ど
の
地

　

域
に
も
同
時
に
生
活
拠
点
を
持
つ

　
「
二
地
域
居
住
」な
ど
の
多
様
な
ラ

　

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
視
点
を
持
ち
、

　

地
域
へ
の
人
の
誘
致
・
移
動
を
図

　

る
た
め
の
イ※
３

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付

　

与
で
き
る
よ
う
な
制
度
の
検
討
を

　

進
め
ま
す
。

　
（
計
画（
案
））Ｐ
44
の
課
題
認
識
か

　

す
る
と
林
業
に
対
す
る
対
策
が
少

　

な
い
、
林
業
女
子
も
い
る
時
代
で

　

あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
そ

　

の
方
々
に
間
伐
や
下
草
刈
り
を
体

　

験
さ
せ
る
こ
と
で
、
林
業
家
の
意

　

欲
も
向
上
す
る
の
で
は
な
い
か

　

森
林
資
源
の
循
環
サ
イ
ク
ル
維
持

　

の
た
め
の
事
業
を
進
め
、
団
体
・

　

企
業
と
連
携
・
協
働
し
た
森
林
の

　

ア
ピ
ー
ル
が
必
要
で
す
。
現
在
は

　

県
の
「
森
林
づ
く
り
活
動
公
募
事

　

業
」
な
ど
を
活
用
し
た
地
域
活
動

　

の
支
援
や
山
林
所
有
者
へ
の
意
識

　

づ
け
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
が
、
今

　

後
さ
ら
に
「
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く

　

り
」を
進
め
る
中
で
、意
見
の
あ
っ

　

た
体
験
林
業
な
ど
の
取
組
に
つ
い

　

て
、
検
討
を
進
め
ま
す
。

◉提出された意見の概要　と意見に対する添田町の考え方の概要
※提出いただいたご意見は、一部修正して掲載しています。

意考意考

意 考

意考

問 

役
場
総
務
課
（
☎
82
―
１
２
３
１
）

※１＝企業または団体の本拠から離れた所に設置されたオフィスのこと
※２＝英語のwork（ワーク）とvacation（バケーション）を組み合わせた造語で休暇中の旅行先や帰
　　　省先などで、テレワーク（リモートワーク）を活用し、働きながら休暇を取る過ごし方のこと
※３＝ここでは動機付け、見返り、報奨の意味
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↑寒さを吹き飛ばす勇壮な和太鼓を奉納するヒーローズクラブ和太鼓クラブ

　昨年12月22日、ヒーローズクラブが英彦山神宮で和太
鼓を奉納しました。ヒーローズクラブは東京を中心に関
東や関西の若手の企業経営者が集う団体で「日本を元気
に！」と企業間の垣根を越え協力しながら、人材教育や
社会貢献活動を行っています。今回は、ヒーローズクラ
ブ和太鼓チーム約30人が、国指定重要文化財の英彦山神
宮奉幣殿で勇壮な和太鼓を奉納。１年間の感謝と新年に
向けての誓いを胸に一打一打魂のこもったバチさばきを
披露すると、参拝者から盛んな拍手が送られていました。

英彦山神宮で奉納太鼓

一打一打魂を込め、日本を元気に！

添田中学校立志式

20歳の自分へ届け、メッセージ

添田町消防出初式

コロナ禍に誓う、防災への決意

　昨年の12月19日、オークホールでクリスマス☆フェス
タが行われました。新型コロナウイルス感染症が全国的
に猛威を振るう今回は、感染症対策を徹底。マスク着用
や手指消毒、検温し、また密にならないように広いホー
ルで換気をしながら座席も間隔を空けて行われました。
ステージ上では、虹の会によるパネルシアターに続き、
テバッタさんによるマジックショーが行われ、子どもた
ちは大喜び。プレゼントの当たるジャンケン大会もあり、
子どもたちはマスクの下に満面の笑みを見せていました。

クリスマスフェスタ

マスクの下に笑顔のぞくクリスマス

↓コロナに負けるな。感染症対策を万全に、みんなで楽しんだクリスマス

まちの話題
My Town Topics　問 役場総務課広報秘書係（☎ 82-4000）

身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。

❶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　❷

　大寒波の到来で大雪となった１月10日、添田町消防団
（梶原茂敏団長）による出初式が、そえだドームで行われ、
凍てつくような寒さの中、参加した消防団員約110人が
１年間の防災への決意を誓いました。今年は、新型コロ
ナウイルス感染症拡大の状況を考慮して規模を縮小。長
年、消防活動に奉仕した団員・家族への表彰や退団・入
団の辞令交付などが行われました。梶原団長は「大雨に
よる災害が多発する中、消防団は地域防災の要として、
防災活動にまい進する」と力強く決意を述べていました。

↓服装点検や分列行進などは行わず、時間を短縮して行われた今年の出初式

↑❶20歳の自分への手紙を６人が発表／❷全員分の手紙を託す浦野咲笑さん
❶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　❷

　自分の夢や将来の希望に向かい努力を決意し、表明す
る添田中立志式が１月15日、町民会館で行われました。
２年生66人が「二十歳のキミへ」をテーマに、６年後の自
分あてに手紙を書き、代表して６人の生徒が発表。県大
会出場を“目標”に、そして“憧れ”の九州、全国の舞台を
目指すソフトテニス部の田上真央さんは「いつも夢と憧
れだけは持ち続け、そして親への感謝の気持ちを忘れな
いでください」と20歳の自分へ呼びかけました。手紙は
藤田季弘副町長に託され、６年後に本人へ手渡されます。

まちからのお知らせ＆情報

問 役場住民課保険年金係（☎82-5966）

70歳以上の外来の医療費に
年間限度額が設けられます

　今年度も、70歳以上の人の外来の医療費に、年間
の限度額が設けられます。
◉対象　70歳以上で基準日に高額療養費の自己負担
限度額が「一般」または「市町村民税非課税世帯」に属
している人（医療費の負担割合が３割でない人）
※月毎の高額療養費が支給される場合は、差し引い
　た金額で計算されます。
◉年間上限額　14万４千円
◉計算期間　令和元年８月１日～令和２年７月31日
◉基準日　令和２年７月31日
◉申請先　基準日に加入している健康保険元
※添田町の国民健康保険加入者で、国民健康保険期間

　のみで年間14万４千円を超える人には、役場保険年

　金係から申請書を送付します。

※計算期間内に一部社会保険期間がある人で14万４千

　円を超える人は、申請に保険元から出された自己負

　　　　　　　　　　担額証明が必要です。

　　　　　　　　　　※後期高齢者医療の人は、後期

　　　　　　　　　　　高齢者医療広域連合から通知

　　　　　　　　　　　が届きます。高額療養費の振

　　　　　　　　　　　込口座が登録済みの場合、申

　　　　　　　　　　　請手続きは不要です。

問 役場保健福祉環境課子育て・障がい者支援係（☎82-1232）

４月から小学生のお子さんは
「ひとり親家庭等医療証」の手続きを

問 役場地域産業推進課商工業振興係（☎82-5962）

店舗等のコロナ感染防止対策
補助金申請期間を延長します

新型コロナウイルス感染症防止対策店舗等支援金
　国の感染拡大防止ガイドラインに沿って、

新しい生活様式に対応した環境整備のため、

店舗などの感染防止対策を行う事業者に対

し、必要な経費の一部を補助します。

◉対象者　町内事業者

◉支援内容　①消毒液やマスクなどの衛生用品など、
飛沫対策のための消耗品購入経費＝上限３万円　②空

気清浄機などの備品購入経費＝上限15万円　③換気扇

や仕切り板の設置などの設備等改修費＝上限30万円

※①②③を合わせた金額の補助金の上限は30万円です。

◉申請期限　令和３年３月５日金

◉事業対象日　令和３年２月28日日までの実施分
※提出書類など、詳しくは問い

　合わせください。

※申請書・誓約書兼同意書は

　添田町ホームページからダ

　ウンロードできます。

問 添田町地域包括支援センター（☎41-3888）

認知症ガイドブック
を配布します

　年齢を重ねれば誰でも、もの忘れなどをするよう
になりますが、認知症は老化ではなく脳の病気です。
認知症は早く気が付いて対応することで、症状を軽
くしたり、進行を遅らせることができます。また、
介護サービスや地域での見守り、支援機関などのサ
ポートを受けながら、自宅で生活を続けることもで
きます。
　この認知症ガイドブック（認知症ケアパス）には、
認知症が疑われるときから、進行状態に合わせてど
のような医療・介護サービスを受ければいいか、大
まかな目安を掲載しています。
　認知症の人やその家族が、
住みなれた我が家で、我
が町で、安心して暮らし
ていくために、各世帯へ
配布しますので、ぜひご
活用ください。

　　　　　４月から小学校に入学するひとり親家庭
　　　　　等医療制度に該当するお子さんは、子ど
　　　　　　も医療証からの切り替えの手続きが必
　　　　　　要です。
　　　　　　◉必要な手続　対象者となる小学校新
　　　　　　 １年生（生活保護世帯を除く）に認定
　　　　　　　申請書を送付しますので、忘れずに
　　　　　　　手続きをしてください。申請受け付
　　　　　　　け後、３月末に医療証を送付します。
◉受付期限　３月５日金
◉受付場所　役場保健福祉環境課子育て・障がい者
　　　　　　支援係
◉必要なもの　印鑑、お子さんの保険証、申請書
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を
貯
め
、
家
を
豊
か
に
し
ま
し
た
。

　

助
治
郎
が
亡
く
な
っ
た
後
は
、

息
子
の
通
作
が
家
を
継
ぎ
、
酒
造

業
な
ど
を
営
ん
で
い
ま
す
。
新
た

に
発
見
さ
れ
た
資
料
に
は
、
通
作

が
明
治
25（
１
８
９
２
）年
に
添
田

村
に
所
得
税
を
納
め
た
領
収
書
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
頃
、
所
得
税

の
納
税
者
は
年
間
所
得
が
３※
１

百
円

以
上
の
人
が
対
象
で
、
所
得
税
を

納
め
て
い
た
人
は
全
国
の
人
口
の

わ
ず
か
０
・
36
％
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
中
島
家
は
豪
商
で
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
中
島

家
に
残
さ
れ
て
い
た
資
料
か
ら
通

作
が
鉄
道
会
社
や
銀
行
な
ど
の
株

券
を
多
数
保
有
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
、
か
な
り
の
財
力
を
有
し
て

い
た
こ
と
を
う
か
が
い
知
れ
ま
す
。

　

通
作
は
、
大
正
４（
１
９
１
５
）

年
に
添※
２

田
銀
行
の
取
締
役
頭
取
と

な
り
、
中
島
家
に
置
か
れ
て
い
た

金
庫
に
は
、
通
作
が
頭
取
の
頃
の

添
田
銀
行
の
株
券
が
残
っ
て
い
ま

し
た
。大
正
10（
１
９
２
１
）
年
に

80
歳
で
亡
く
な
り
ま
す
が
、
そ
の

性
格
は
温
厚
で
、
学
校
教
育
の
基

金
や
道
路
改
善
な
ど
の
公
共
事
業

に
積
極
的
に
寄
付
。
ま
た
、
津
野

の
徳
乗
寺
へ
の
修
繕
費
寄
付
や
本

町
の
法
光
寺
へ
の
石
橋
寄
付
、
町

内
に
登
記
所
を
開
設
す
る
た
め
の

土
地
貸
出
な
ど
、
豊
か
な
財
力
を

地
域
振
興
に
使
っ
て
い
た
中
島
家

の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。

中
島
家
は
地
域
の
発
展
に
と
っ
て
、

重
要
な
存
在
だ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

【
文
・
西
山
紘
二
学
芸
員（
ま
ち
づ

く
り
課
歴
史
文
化
財
係
）】

　

江
戸
時
代
に
建
て
ら
れ
、
令
和
３
年
度
ま
で
の
計
画
で
保
存
修
理

中
の
中
島
家
住
宅
。
今
回
の
保
存
修
理
工
事
を
通
じ
て
、
新
た
な
資

料
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
豪
商
の
歴
史
が
少
し
ず
つ
明
ら
か
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

参考文献　磯部喜久男「創設所得税法概説－明治20年の所得税法誕生物語－」
　　　　　平成10年６月　『税大論叢』第30号　所収

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知

ら
せ
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

先
日
テ
レ
ビ
（
昨
年
12
月
４
日
21

時
放
映
Ｔ
Ｖ
Ｑ
「
所
さ
ん
の
学
校

で
は
教
え
て
く
れ
な
い
そ
こ
ん
ト

コ
ロ
！
」）で
、
本
町
地
区
に
あ
る

国
指
定
重
要
文
化
財
中
島
家
住
宅

に
あ
っ
た
開
か
ず
の
金
庫
の
開じ
ょ
う錠

の
様
子
が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
中

島
家
の
歴
史
は
不
明
な
部
分
が
多

く
、
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
回
の
保
存
修
理
工
事
を
通

じ
て
新
た
な
資
料
も
多
数
確
認
さ

れ
る
な
ど
、
少
し
ず
つ
明
ら
か
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
「
中
島
」の
姓
は
文
久
元
（
１
８

６
０
）年
に
亡
く
な
っ
た
助
治（
次
）

郎
の
頃
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
よ
う

で
、
助
治
郎
は
ロ
ウ
ソ
ク
や
し
ょ

う
油
な
ど
を
作
っ
て
売
り
、
お
金

※２…明治34（1901）年～昭和７（1918）年まで本町法光寺の前で営業していました

謎
多
き
豪
商
の
歴
史

地
域
発
展
に
尽
く
し
た
中
島
家

※１…明治時代の初めの１円は現在の約２～３万円と考えられます

↑保存修理工事前の国指定重要文化財中島家住宅

２月生まれ
HAPPY

BIRTHDAY

中谷 鈴
りん

ちゃん 
２月17日生 ❸・下中元寺

お誕生日おめでとう♡これから
も元気で笑顔いっぱいの鈴でい
てね。

お子さんの写真を掲載しませんか

　３歳までのお子さんの写真を募集して

います。写真とメッセージを添えて、役

場総務課広報・秘書係 ( ☎ 82-4000) に

E メール（koho@town.soeda.fukuoka.

jp）で送信ください。３月生まれの締め切

りは２月10日水です。

添 田町の特命ＰＲ大使に福岡を拠点に活動
するアイドルグループ「HKT48」の渡部愛

加里さんを任命しました。福岡の町村の魅力や
強み、課題、取り組みなどをより多くの皆さん
に知っていただくきっかけとなるよう起ち上が
った“ふるさと福岡再発見プロジェクト「ON
E FUKUOKA」”の一環として、添田町の魅力
をSNSやテレビなど様々なメディアを通じてＰ
Ｒしていただきます。また、今後は渡部さんと
連携した商品やサービスなどを返礼品とするふ
るさと納税制度を活用した取り組みにもつなげ
ていく予定です。昨年の12月28日、テレビ番組
の収録で一緒に来庁したHKT48の渕上舞さんと
パラシュート部隊の矢野ペペさんの前で、寺西
町長から渡部さんに任命書が手渡されました。

渡部愛加里（わたなべあかり）／2004年10月18日
趣味：カフェ巡り・アイドル鑑賞／特技：手芸・水泳
チャームポイント：笑顔

HKT48渡部愛加里さん
HKT48　AKARI WATANABE

↑任命書を手渡された渡部愛加里さん㊥㊧。この後、さっそく渕上
　舞さん㊧、矢野ペペさん㊨とテレビのロケで町内を巡りました

添田町特命ＰＲ大使に任命

HKT48渡部愛加里さん
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文
芸
歳
時
記

◉
３
月
号
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す

　

２
月
10
日
水
ま
で
に
役
場
総
務
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
投
稿
は
１
人
一
句
ま
で
。
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
区
分
を

書
い
て
く
だ
さ
い
。

問 

役
場
総
務
課
広
報
・
秘
書
係
（
☎
82
―
４
０
０
０
）

「
こ
の
放
送
を
終
わ
り
ま
す
」

　
　
　

白
銀
の
世
界
に
響
く
防
災
無
線　

佐
藤　
　

直

【
俳
句　

投
稿
】

七
草
や
体
よ
ろ
こ
ぶ
お
粥か

ゆ

か
な　
　
　
　

岩
田　

京
子

正
月
や
春
の
気
配
を
感
じ
た
り　
　
　
　

寺
本　

紀
子

団
塊
の
昭
和
生
き
抜
き
梅
二
月　
　
　
　

伊
勢
村　

稔

馬
の
目
の
色
な
き
風
に
潤
み
を
り　
　
　

島
津
余
史
衣

推
敲
の
一
字
の
迷
ひ
み
み
ず
鳴
く　
　
　

伊
井
寸
美
子

打
ち
揃
ひ
マ
ス
ク
越
し
な
る
ア
ン
コ
ー
ル　
　

 

斎
藤
智
寿
子

音
読
の
名
句
数
多
や
天
高
し　
　
　
　
　

天
野
ユ
キ
海

さ
ー
あ
出
番
一
臼
餅
を
す
す
り
込
む　
　

立
花　

克
明

【
川
柳　

投
稿
】

夫
婦
仲
意
思
の
疎
通
で
ア
ッ
プ
す
る　
　

原
田
祥
二
郎

コ
ロ
ナ
禍
を
避
け
て
公
園
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　

原
田　

順
子

※
天
籟
通
信
添
田
句
会
は
都
合
に
よ
り
、
お
休
み
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
短
歌　

春
扇
短
歌
会　

筑
紫
支
社
】

駅
舎
跡
の
公
園
に
児
等
の
響
く
声

　
　
　
　
　

銀
杏
の
黄
色
き
絨
毯
の
上　

大
塚　

富
江

人
逝
き
て
残
る
木
々
よ
と
憐
れ
む
に

　
　

そ
の
木
も
草
も
枯
れ
て
ゆ
く
な
り　

五
十
嵐
田
鶴

亡
き
夫
は
私
の
頑
張
り
見
て
る
か
し
ら

　
　
　

台
風
の
準
備
の
こ
の
頑
張
り
を　

平
井　

朝
子

夏
の
花
の
枯
れ
尽
く
し
つ
つ
秋
菊
の

　
　
　

咲
き
初
め
て
き
て
仏
前
華
や
ぐ　

荒
巻
ミ
サ
子

農
家
よ
り
秋
茄
子
届
く
サ
ク
サ
ク
と

　
　
　
　
　

切
目
揃
え
て
夕
餉
の
絶
品　

福
富　

廣
枝

【
短
歌　

投
稿
】

単
調
な
家
事
の
段
取
り
崩
れ
て
も

　
　
　
　

傷
み
宥
め
て
生
か
さ
れ
る
今　

櫻
木
マ
サ
子

こ
の
空
の
雲
の
は
た
て
の
何い

づ
く処

に
か

　
　
　

君
居
る
と
思
ふ
ゆ
え
に
安
ら
ぐ　

独
活
山
強
実

茜
雲
森
に
か
か
り
て
さ
な
が
ら
に

　
　
　
　
　

天
女
の
羽
衣
の
如
き
な
り　

仲
摩　

直
子
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調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
の
失
業
率
や
、
雇
用
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
統
計
調

査
で
す
の
で
、
調
査
対
象
と
な
っ
た

場
合
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
期
間　

３
月
～
７
月

▼
調
査
地
区　

中
元
寺
地
区

問 

福
岡
県
企
画
・
地
域
振
興
部
調
査

　

 

統
計
課

　

 

（
☎
092
―
651
―
１
１
１
１
）

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し　

▽
中
村
伸
司（
桝
田
）

　

▽（
故
）林
美
恵
子（
下
中
元
寺
）▽

　
（
故
）重
藤
政
文（
添
田
中
）▽（
故
）

　

田
中
信
行（
添
田
西
）

　
　
　

 

（
令
和
３
年
１
月
14
日
現
在
）

が
い
児
福
祉
計
画
」（
案
）を
策
定
し
ま

し
た
の
で
、こ
れ
を
公
表
し
、町
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
限　

２
月
14
日
日

▼
公
表
場
所　

添
田
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
、
役
場
保
健
福
祉
環
境
課

▼
対
象
者　

町
内
に
住
所
を
有
す
る

　

人
、
町
内
に
事
務
所
や
事
業
所
を

　

有
す
る
個
人
や
法
人
そ
の
他
団
体
、

　

町
内
に
勤
務
す
る
人
、
町
内
の
学

　

校
に
在
学
す
る
人
、
町
に
対
し
て

　

納
税
義
務
を
有
す
る
人
、
各
計
画

　
（
案
）に
利
害
関
係
を
有
す
る
人

▼
提
出
方
法　

書
面
、
電
子
メ
ー
ル
、

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
82
―
５
５
０
８
）

※
電
話
や
口
頭
で
の
受
け
付
け
は
し

て
い
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 
役
場
保
健
福
祉
環
境
課

　

 

（
☎
82
―
１
２
３
２
）

介
し
ま
す
。

※
相
談
日
時
は
紹
介
先
の
司
法
書
士

と
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　

 

（
☎
０
５
７
０
―
783
―
544
）

　

令
和
２
年
４
月

末
現
在
の
被
保
険

者
に
は
４
月
か
ら
５

月
下
旬
に
、
令
和
２

年
５
月
以
降
に
75
歳

に
な
る
人
に
は
誕
生
月
の
10
日
頃
に

受
診
票
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
今
年

▼
相
談
方
法　

電
話
ま
た
は
面
談

▼
料
金　

無
料
／
予
約
不
要

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
一
人
で

悩
ま
ず
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支
援
事
務
所

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
１
１
４
９
）

　

福
岡
県
司
法
書
士
会
で
は
、
２
月

を
「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月

間
」
と
定
め
、
県
内
の
司
法
書
士
が

相
続
登
記
手
続
き
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。

▼
期
間　

２
月
１
日
月
～
28
日
日

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
司
法
書
士
会
会

　

員
事
務
所

※
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
に

て
、
最
寄
の
司
法
書
士
事
務
所
を
紹

　

２
月
上
旬
に
道
の
駅
歓
遊
舎
ひ
こ

さ
ん
内
に
、
本
場
韓
国
料
理
宋そ
ん
け家
が

オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
一
緒
に
働
き

ま
せ
ん
か
。

▼
時
給　

900
円
～

※
完
全
シ
フ
ト
制
で
、
週
２
や
週
５

な
ど
様
々
な
出
勤
が
可
能
で
す
。

問 

本
場
韓
国
料
理
宋
家

　

 

（
☎
45
―
２
７
３
０
）

　

離
職
な
ど

で
再
就
職
を

希
望
す
る
人

を
対
象
に
、専

門
知
識
や
技

能
を
学
ぶ
６

か
月
間
の
職

業
訓
練
で
す
。

▼
訓
練
期
間　

４
月
６
日
火
～
９
月

　

29
日
水

▼
訓
練
科
名　

も
の
づ
く
り
Ｃ
Ａ
Ｄ

　

科
Ｎ
Ｃ
コ
ー
ス
／
定
員
12
人
、
ビ

　

ル
管
理
技
術
科
／
定
員
15
人
、
住

　

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
Ｃ
Ａ
Ｄ
技
術
科
／

　

労
働
問
題
で
、

疑
問
や
心
配
ご

と
を
抱
え
て
い

る
事
業
主
や
労

働
者
か
ら
の
相

談
を
受
け
付
け

ま
す
。
相
談
内

容
に
応
じ
て
弁

護
士
相
談
も
連
携
し
て
行
い
ま
す
。

▼
と
き　

２
月
17
日
水
、
２
月
18
日

　

木　

９
時
～
20
時

　
（
受
付
は
両
日
19
時
30
分
ま
で
）

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支

　

援
事
務
所
（
飯
塚
市
）

▼
対
象
者　

労
働
者
、
事
業
主

　

定
員
15
人
、
建
設
機
械
科
／
定
員

　

15
人
、
ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科
／
定

　

員
15
人

▼
対
象
者　

公
共
職
業
安
定
所
（
ハ

　

ロ
ー
ワ
ー
ク
）
に
求
職
を
申
し
込

　

み
し
て
い
る
人

▼
受
講
料　

無
料
（
教
科
書
・
作
業

　

着
な
ど
は
自
己
負
担
）

▼
募
集
期
限　

３
月
15
日
月

▼
入
所
選
考　

３
月
22
日
月
／
筆
記

　

お
よ
び
面
接

問 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
飯
塚

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
９
８
８
）

　

町
で
は
、
高
齢
者
に
関
す
る
各
種

施
策
の
基
本
方
針
を
定
め
、
高
齢
者

福
祉
の
総
合
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、

３
年
毎
に
高
齢
者
福
祉
計
画
を
定
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
の
確
保
や
業
務

の
円
滑
な
実
施
に
向
け
、
障
が
い
福

祉
計
画
を
定
め
る
と
と
も
に
、
障
が

い
児
の
通
所
支
援
・
障
が
い
児
相
談

支
援
の
提
供
体
制
の
確
保
と
円
滑
な

実
施
に
向
け
、
障
が
い
児
福
祉
計
画

を
定
め
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
に
、
各
計
画
が
最
終

年
度
を
迎
え
る
こ
と
に
よ
り
、
前
期

計
画
を
継
承
し
な
が
ら
「
添
田
町
第

８
期
高
齢
者
福
祉
計
画
」（
案
）と
、「
第

６
期
障
が
い
福
祉
計
画
、
第
２
期
障

お
知
ら
せ

度
75
歳
に
な
る
人
は
、
75
歳
の
誕
生

日
以
降
に
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
状
況
を

踏
ま
え
、
医
療
機
関
に
事
前
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
診
期
限　

３
月
31
日
水

※
健
診
実
施
医
療
機
関
が
わ
か
ら
な

い
場
合
や
、
受
診
票
の
再
発
行
が
必

要
な
場
合
は
連
絡
く
だ
さ
い
。
受
診

票
の
再
発
行
に
は
１
週
間
程
度
か
か

り
ま
す
。

問 

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

　

 

合
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー

　

 

（
☎
092
―
651
―
３
１
１
１
）

　

総
務
省
と
県
で
は
、
毎
年
労
働
力

　１月の寒波では、各家庭の水道管の破
損による漏水が多数報告されています。
今回は、特例として、令和２年12月、令
和３年１月の水道料金を、令和２年11月
分と比較して、低い方の金額を令和２年
12月分、令和３年１月分の水道料金とし
て請求します。そのため、検針票と請求
金額に誤差が生じる場合がありますがご
了承ください。今後も、厳しい冷
え込みが予想されますので、水道
管の凍結、漏水の予防と対策をお願
いします。
問 役場水道課管理係、工務係
　（☎ 82-5961）

寒波での水道管破損による

水道料金について

今後の寒波にも十分備えてください

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

 

（
敬
称
略
）

●人　口　9,360 人（ー13人）
●男　性　4,431 人（ー４人）
●女　性　4,929 人（ー９人）
●世帯数　4,634 世帯（ー３世帯）

人の動き 12月末日現在（　）は前月比

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
　２月16日火、３月２日火
●補聴器相談（役場ロビー／ 15時～）
　２月12日金
●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
　２月９日火、３月９日火
※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎ 050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
　２月９日火（10時～）、２月25日木（14時～）
問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎ 42-9307）
●女性の健康相談・不妊相談（福岡県嘉穂・鞍手
保健福祉環境事務所／予約制）
　２月３日水、３月３日水（13時30分～16時30分）
問 福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所健康増進
　 課健康増進係（☎ 0948-29-0277）

警察署からのお知らせ
●ニセ電話詐欺被害防止対策「声掛け大作戦2021」
　２月28日日までの間、高齢者やその家族、企業な
どに対して、「家族の絆」「地域の絆」をスローガンと
したニセ電話詐欺抑止対策「声掛け大作戦 2021」
を実施しています。キャッシュカードを狙う手口の
割合が増加していますので注意してください。

問 田川警察署（☎ 42-0110）

12月の事故発生状況   （　）内は昨年同月比

種　類 発生件数 今年の累計
　物件事故 14（＋８） 136

　人身事故 ３（±０） 18

　死亡者 ０（±０） 0
　負傷者 ４（＋１） 24

●出生　５ 人
●死亡　16 人
●転入　12 人
●転出　14 人

納期限のお知らせ
●３月１日月が納期限です
　▷国民健康保険税（８期）
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎ 82-1234）
　▷後期高齢者医療保険料（８期）
問 役場住民課保険年金係（☎ 82-5966）

▪編集後記　
▶去年の春、実家近くの鳥類を取り扱っているお店で、
モカブラウン文鳥を飼いました。名前は、からあげ（♂、
以下あげ）です。生後20日でお迎えしました。文鳥を
飼うのは20年ぶりで、育てられるか心配でしたが、今
ではすっかり成鳥になって、無事手乗りになりました。
あげが居るので、毎日少し元気になれます。命を大切
にしていきたいなぁと感じたこの頃でした。（水上）

75
歳
以
上
の
人
は

年
に
一
度
の
健
康
診
査
を

中
元
寺
地
区
で
、
３
月
か
ら

労
働
力
調
査
を
行
い
ま
す

歓
遊
舎
ひ
こ
さ
ん
テ
ナ
ン
ト

韓
国
料
理
宋
家
ス
タ
ッ
フ
募
集

公
共
職
業
訓
練
生
（
４
月
生
）

を
募
集
し
ま
す

解
雇
・
雇
止
め
集
中
相
談
会

募
集

相
談

司
法
書
士
会

「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」

福
祉
計
画（
高
齢
者
・
障
が
い
）

へ
の
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す

◉地域とつながり、助け合う町へ

行政区（隣組）に加入しましょう
　町では、行政と行政区が連携し、皆さんの思いが生か
されるまちづくりを目指しています。あなたも行政区（隣
組）に加入して、地域を良くしていきませんか。行政区・組
には、お住まいの地域の行政区長・隣組長に連絡するこ
とで加入できます。詳しくは問い合わせください。　
問 役場総務課総務係（☎ 82-1231）

◉と　　　き　２月 25 日木　17時15分～19時30分

　　　　　　　２月 28 日日　９時～16時
◉と　こ　ろ　添田町役場住民課戸籍住民係（３番窓口）
◉必要なもの　本人確認書類（運転免許証、パスポート

など顏写真付きのもの。顔写真付きのものがない場
合は、保険証や年金手帳など２点以上）、通知カード
※写真照合のため本人の来庁が必要です。
※新型コロナウイルス感染症対策として、窓口の混
　雑を避けるため、事前に電話予約をしてください。

◉平日・日中の手続きが困難な人はぜひこの機会をご利用ください     

マイナンバーカードの受け取りや更新について
時間外と休日の窓口を開設します 問 役場住民課戸籍住民係（☎82-1233）

◉と　　　き　２月 25 日木　17時15分～19時30分

　　　　　　　２月 28 日日　９時～16時
◉と　こ　ろ　添田町役場住民課戸籍住民係（３番窓口）
◉必要なもの　本人確認書類（運転免許証、パスポート

など顏写真付きのもの。顔写真付きのものがない場
合は、保険証や年金手帳など２点以上）、通知カード
※写真照合のため本人の来庁が必要です。
※新型コロナウイルス感染症対策として、窓口の混
　雑を避けるため、事前に電話予約をしてください。

Information くらしに役立つ情報満載



◇
印

刷
／

丸
五

印
刷

株
式

会
社

※
広

報
そ

え
だ

は
再

生
紙

を
使

用
し

て
い

ま
す

◉防災無線放送内容確認サービス（☎ 88-8555）火災については、☎ 42-0119におかけください。
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平
成
28
年
２
月
号

そ
え
だ

広報

２
2021

令
和
３
年
２
月
号

早
い
も
の
で
も
う
２
月
で

す
。
２
０
２
１
年
、
歳
の
初

め
も
コ
ロ
ナ
で
始
ま
り
、
緊

急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
る

な
ど
、
厳
し
い
状
況
は
続
い
て
い
ま
す
。
よ
り
一
層

の
自
粛
が
要
請
さ
れ
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
終
息

が
見
通
せ
ま
せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
待
た
れ

ま
す
が
、
う
が
い
・
マ
ス
ク
・
三
密
を
避
け
る
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
が
予
防
措
置
を
取
り
、
一
致
団
結
し

て
乗
り
切
ら
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
新
し
い
方
式
で
の
生
活
が
必
要
で
す
。
デ
ジ

タ
ル
化
も
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
地
方
回
帰
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
進
む
の
で
は

と
思
っ
て
い
ま
す
。▼
初
詣
な
ど
出
か
け
な
か
っ
た
、

出
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

コ
ロ
ナ
終
息
を
願
っ
て
英
彦
山
上
宮
に
お
参
り
し

て
き
ま
し
た
と
言
う
方
も
お
り
、
そ
の
報
告
を
受

け
ま
し
た
。「
悲
し
く
な
り
ま
し
た
」「
荒
れ
放
題

の
上
宮
で
、
観
光
面
で
も
英
彦
山
が
添
田
町
の
メ

イ
ン
と
言
っ
て
い
る
な
ら
、
こ
の
状
況
は
ど
う
し
て

な
の
か
」
厳
し
い
ご
指
摘
を
受
け
ま
し
た
。
▼
上

宮
は
、
度
重
な
る
台
風
や
近
年
の
豪
雨
で
拝
殿
お

よ
び
宝
殿
の
屋
根
の
破
損
が
著
し
く
、
雨
漏
り
が

生
じ
、
基
礎
や
基
壇
の
土
砂
が
流
出
し
、
建
物
に

傾
き
が
見
ら
れ
、
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
状
況
で
す
。

登
山
者
の
安
全
に
も
影
響
し
て
い
ま
す
。「
国
史
跡
」

に
申
請
し
指
定
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
英
彦
山
神

宮
は
所
有
社
殿
等
の
整
備
に
取
り
か
か
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。
▼
こ
れ
か
ら
続
く
こ
の
保
存
修
理
工
事

費
は
多
額
の
費
用
を
要
し
ま
す
。
国
・
県
、
町
の

補
助
金
は
あ
り
ま
す
が
、
所
有
者
で
あ
る
英
彦
山

神
宮
も
そ
れ
な
り
の
負
担
が
生
じ
ま
す
。
神
宮
は

広
く
一
般
の
方
々
に
対
し
て
寄
付
の
お
願
い
を
し

て
い
ま
す
が
、
神
宮
の
ほ
か
の
施
設
等
の
懸
案
事

項
も
多
く
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
是
非
、

こ
の
よ
う
な
状
況
を
ご
推
察
頂
き
ご
協
力
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
▼
し
ゃ
く
な
げ
荘
の

休
館
に
つ
い
て
も
、
匿
名
で
お
手
紙
を
頂
き
ま
し

た
。「
よ
く
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
が
、
何
と

か
な
ら
な
い
の
か
」
と
の
指
摘
で
す
。
丁
寧
な
説

明
、
情
報
発
信
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
を
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。
こ
こ
で
再
度
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
▼
当
初
の
見
通
し
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
と
厳

し
い
指
摘
も
受
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
町
内
に

バ
ス
を
巡
回
し
集
客
に
努
め
ま
し
た
が
、
焼
け
石

に
水
的
な
状
況
で
し
た
。
長
引
く
経
営
不
振
、
直

近
で
の
損
失
は
年
間
約
４
千
６
百
万
円
、
５
年
間

で
約
２
億
円
の
損
失
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

に
加
え
、
続
け
て
行
く
に
は
施
設
の
老
朽
化
な
ど

に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
見
積
も
り
で

は
施
設
や
設
備
の
改
修
で
約
３
億
円
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
多
く
の
皆
さ
ん
の
税
金
を
つ
ぎ
込
ん

で
も
、
回
復
の
見
通
し
が
立
ち
ま
せ
ん
。
老
朽
化

も
拍
車
が
か
か
り
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
も
敬
遠
す

る
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
民
間
の
宿
泊
な
ど
の
運

営
に
詳
し
い
事
業
者
に
委
託
し
て
運
営
を
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
と
う
と
う
運
営
は
で
き
な
い
と
言

う
こ
と
で
、
令
和
２
年
４
月
１
日
よ
り
休
館
と
な

り
ま
し
た
。
▼
ひ
こ
さ
ん
ホ
テ
ル
和
に
つ
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
厳
し
い
状
況
で
、
何
と
か
頑
張
っ

て
頂
い
て
い
ま
す
が
、
安
閑
と
は
し
て
い
ら
れ
ま

せ
ん
。
▼
し
ゃ
く
な
げ
荘
は
、
何
と
か
し
な
け
れ

ば
と
新
た
な
運
営
方
策
と
し
て
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
生
か
し
た
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
な
ど
も
検
討
し
て
い

ま
す
。
現
在
ア
ウ
ト
ド
ア
関
連
企
業
、
大
手
旅
行

会
社
、
ホ
テ
ル
業
者
と
協
議
を
進
め
て
い
る
所
で

す
。
将
来
の
住
民
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
な
ど
も
勘

案
し
、
今
回
は
将
来
見
通
し
も
し
っ
か
り
立
て
、

進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
か
ご

理
解
頂
き
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

25th SOEDA Town Photo Contest　見つけよう！　とっておきの添田。

第25回 添田町フォトコンテスト
　　　　　　　 入賞作品決定

◉特選
祈　願（撮影地・高住神社）

恒川　ゑみ子さん（北九州市）

　町内の自然やイベントをテーマにした添田町フォトコンテ
スト。今回は、特選１点・秀作４点・入選７点の入賞作品が決
定しましたので、ご紹介します。なお、作品は英彦山スロープ
カー花駅に展示しています。

◉入選／▶郷原裕幸さん（添田町）井上修さん（北九州市）▶川島保
子さん（北九州市）▶小西静子さん（北九州市）▶永富治子さん（嘉
麻市）▶白川勉さん（みやこ町）▶河野勉さん（北九州市）／順不同

◉
秀
作

◀
千
田
一
弘
さ
ん（
添
田
町
）

▶
朝
部
信
義
さ
ん

　
　
　
　
　
（
北
九
州
市
）

▶
高
瀬
重
信
さ
ん（
大
野
城
市
）

▼生田守さん（北九州市）
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